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 論文審査の結果の要旨
 プランクトンの微化石による地層の分帯と広域対比に関する研究は,今世紀後半に入って急
 速に発展した分野である。世界的に見ると,新生界・中生界の放散虫化石層位学の方面で最近
 特に著しい貢献が行われている。しかし,わが国においては新生界に関する研究は漸く活発化
 したものの,中生界に関するものは緒についたばかりであるといってよい。竹谷陽二郎提出の
 論文は,日本列島を通じて海成白亜系が最も典型的に連続して発達する北海道中軸帯地域にお
 いて,放散虫化石の層位的分布を追究して,化石層序に基づく中・上部白亜系の化石帯区分を
 行い,詳細な国際的対比を論じたものである。
 北海道中軸帯には,日本列島における白亜系の標準的地層群が分布しているが,浦河地域の
 白亜系はその代表的存在である。竹谷はここで岩相層序の綿密な検討を行い,化石資料を系統
 的に採集・分析した。これによって放散虫群の層序を確立し,地層分帯の規準面として特徴的
 な種の出現・消滅の層準を選定して,放散虫化石帯を設定した。さらに小平地域においても同
 様な手続のもとに,化石層序を検討し,浦河地域との対比を行った.両地域を通じてみると,
 小平地域の中部蝦夷層群では浅海性堆積層の卓越のため放散虫化石帯の発達は不良である。
 次に,北海道において設定した化石帯区分と,これまでに太平洋・太西洋の深海底堆積物お
 よびヨーロッパ,カリブ海沿岸地域,オーストラリア,インドネシア,カリフォルニア等の陸
 上の白亜系の研究に基づき設定されている3種の化石帯区分(RiedeiandSanfilipPo,19741
 Foreman.1975,1977;Dumltrica,1975)との詳しい比較対照を行った。この結果,標準年代
 層序区分との対照の下で,これらの放散虫化石帯区分の相互関係が明確になり,北海道の区分
 はAibia11階より下部Campanian階にまたがるものであること,他の3種の区分に比しはるか
 に細密な区分であることが明らかになった。さらに,調査地域における他種の化石,すなわち
 軟体動物および有孔虫による化石帯区分との対応関係を吟味し,それぞれの化石に基づく時代
 観を比較して,3者がほぼ一致することを確かめ,放散虫化石帯による国際対比の信頼性の裏
 付けを行った。
 後半の分類学的研究においては,生物顕微鏡による殼の内部構造,走査型電子顕微鏡による
 外部形態の分類法を併用し,旧来の分類体系の総合化を試み,16新種を含む97種の放散虫を記
 載した。
 以上,日本の白亜系において初めて独自の放散虫化石帯区分を行い,他に類のない細密な区
 分単位を設定したことは,放散虫化石層位学への貢献のみならず,白亜系研究を一段と深化さ
 せたものと評価される。これは竹谷陽二郎が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力
 と学識を有することを示すものであワ,よって竹谷陽二郎提出の論文は理学博士の学位論文と
 して合格と認める。
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